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住宅リフォーム推進協議会が「実例調査」 

「潜在需要者の意識調査」調査結果報告 
 

(一社)住宅リフォーム推進協議会は３月２４日に「平成２６年度第１２回住宅リフォーム実例調査報告書」と 

「インターネットによる住宅リフォーム潜在需要者の意識と行動に関する第９回調査報告書」が完成したとして 

記者発表会を行った。いずれも住宅のリフォーム需要を開発する場合の貴重な資料である。 

今回潜在需要者の意識と行動の要旨を紹介することとした。 

 

【インターネットによる住宅リフォーム潜在需要者の意識と行動に関する第９回調査】                       

この調査は住宅リフォーム潜在需要者の意識と行動の実態を明らかにするとともに、潜在需要の顕在化に有効な方策 

を検討するための基礎資料を得ることを目的としておこなわれた。 

調査は平成１３年度から行われており今回で９回目の調査となる。 

 

調査結果の特徴                                                                  

I. 一般層のリフォーム需要 

リフォームの潜在需要が大きいのは５０才代 

３０才以上の持ち家居住者の全体の５６％が「リフォームしたい」と回答している。 

年代別にみると、５０才代では「リフォームしたい」が６６.５％、「１０年以内にリフォームしたい」が１９.7％となるなど、 

他の年代に比べ５０代が最もリフォーム意向が強い。 

 

II. リフォーム需要者の意識と行動 

1. リフォーム予算は、平均で戸建て約３００万円、マンション約２４０万円 

リフォームの予算は、５０万円未満から１,０００万円以上まで非常にバラツキが大きいが、件数でくくると 

「１００万円～３００万円未満」の層が最も多く、平均値でみると戸建て２９５万円、マンション２３７万円となる。 

 

2. 戸建て住宅の場合、３０才代で「親の家」をリフォームするケースが多い 

全体では、本人名義の家をリフォームするケースが多いが、年代別にみると、特に３０代の戸建てでは、 

本人名義の家ではなく、「親の家」をリフォームするケースが多い。 

リフォーム予算の平均も３０代は約３４５万円と、他の年代よりも予算規模がやや大きくなっている。 

 

3. リフォームの動機は「設備の更新」が多く、「設備関連」は築後２０年未満での工事が多い 

 

4. 地方圏の「古い戸建て住宅」では「今の家に長く住み続けたい」という動機が多い 

 

5. リフォームに対する不安としては、依然として「費用」への関心が最も高い 

 

6. 業者情報の入手先は、インターネットのウエイトがさらに増加 
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